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泉　　仙台市泉区明通3丁目　022(373)6000

多賀城　多賀城市中央3丁目　　022(361)5180

塩　釜　塩釜市∃ヒ妻兵1丁目　　　022(367)1331

南三陸　南三陸町志津川沼田　　0226(47)4733

登　米　登米市迫町佐沼　　　　0220(22)3172

若　柳　栗原市若柳川南南大通0228(32)5371

栗　原　栗原市築館薬白市　　　　0228(22)3163

身近なニュース･情報､お寄せください

編集局報道部　　　　　　　　　　　022(211) 1127 Ⅰ拡022(224)7947

【総支局】

石　巻　石巻市千石町　　　　　0225(96)6700 Ⅰ拡0225(21)1668

気仙沼　気仙亨召市田中前4丁目　0226(22)6622　跳( 0226(23)6780

大　崎　大崎市古川駅前大通　0229(22)0066　跳( 0229(22)0253

サンタ仮設に笑顔届ける要請
イフ小にフ○レゼントを受け】
った清水きよ子さん(65)1
｢震災から時間がたつのに;

れないでいてくれてありが;
い｡中身が楽しみ｣と喜んだく
届ける会は2012年､三井;
-ムが施工した石巻地方の1

設住宅でクリスマスに合わ･

芸芸悪霊笠等墓もi3要望宝?
対象に加え､今回は23､ 241
に約240世帯と約520人に贈･

た｡

住宅大手の≡三井ホーム(東
慕)と協賛企業などでつくる
｢被災家族に贈り物を届ける
会｣は24日､東日本大震災で大
きな被害のあった石巻市と女
川町の仮設住宅で住民にクリ
スマスフ○レゼントを贈った｡
女川町の清水地区仮設住宅
(109世帯)では､サンタク
ロースやトナカイに扮(ふん)
した会員約20人が一軒一軒を

回り､お菓子や食料品が入っ
た袋などを手渡した｡

岡島選手女性ファンと交流仙

無料で実施10回目
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